
2022年度法学部在学生向け
事務ガイダンス（履修ガイダンス）

まずは、「履修の手引き」をダウンロードして、熟読してください。

「履修の手引き」には、進級・卒業するために欠かせない情報や、充実した大学生活を送るための情報が

記載されています。

本資料は、「履修の手引き」の補助資料になります。

2022年3月25日
QRコードを読み込むか、クリックすると、サイトにとびます。

https://www.hosei.ac.jp/application/files/4916/4732/6539/Web-2022-.pdf
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１．スケジュール
（１）１年間の流れ 履修の手引き P13・14
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月 内容

4月
春学期授業開始
Web履修登録

5月 Web履修修正・確認

7月
春学期授業終了
春学期試験

9月 春学期成績発表

月 内容

9月
秋学期授業開始

Web履修修正・確認

1月 秋学期授業終了

1月～
２月

秋学期試験

3月
秋学期成績発表
進級・卒業発表

祝日や授業がない日程については、学年暦を確認してください。



１．スケジュール
（２）当面の予定（4/1現在）

日付 内容 備考

3/15（火）～ 2022年度授業時間割確認*¹ 詳細はこちらをご確認ください。
初回授業までに、必ず確認してください。

4/3（日）～
学習支援システムに仮登録

※4/8（金）まで

学習支援システムのアクセス方法および仮登録する方法は、こちらの「学習支援シ
ステムガイド」を確認してください。初回授業までに、仮登録を終えてください。

4/1（金）~ 健康診断
※日程は学科、学年により異なります。

詳細はこちらをご確認ください。

4/7（木） 春学期授業開始 学習支援システムで仮登録が完了した場合、この日より、仮登録した授業に関す
る情報を随時受信できるようになります。

4/16（土）～
4/21（木）

情報システムに履修登録（本登録）
情報システムのアクセス方法および履修登録方法は、こちらを確認してください。
情報システムで履修登録した科目に対して、成績評価がつきます。
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https://www.hosei.ac.jp/hogaku/important/article-20220314163651/
https://info.hosei-kyoiku.jp/lms_gakusei/
https://www.hosei.ac.jp/campuslife/support/kenko_sodan/kenko/ichigaya_nittei/
https://hoppii.hosei.ac.jp/portal


（１）進級に関する規程 ⊳スライド P7

（２）-１．卒業所要単位（法律学科） ⊳スライド P8

（２）-２．卒業所要単位（政治学科） ⊳スライド P9

（２）-３．卒業所要単位（国際政治学科） ⊳スライド P10

（３）履修登録するためには ⊳スライド P11

（４）履修可能単位数 ⊳スライド P12

２．進級・卒業をするためには
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２．進級・卒業するには
（１）進級に関する規程
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履修の手引き P16

在学年数（年次毎に1年以上）を満たし、必要単位を修得すると、春学期入学生は4月に自動的に進級します。進級に
ついては次の規程によります。厳しく条件付けられているので、各年次とも余裕を持った科目履修を心がけてくださ
い。なお、進級に関する修得単位数に教職・資格科目は含みません。

〔進級に関する規程（2012年度以降入学者）〕
第１条 第１年次から第２年次へ進級する者は、基礎科目※、ＳＳＩ科目、専門教育科目を問わず２０単位以上を

修得しなければならない。
第２条 第２年次から第３年次に進級する者は、次の単位を修得しなければならない。

（１）基礎科目※、ＳＳＩ科目、専門教育科目を問わず、第２年次において年間４単位以上
（２）基礎科目※、ＳＳＩ科目、専門教育科目を問わず、第２年次修了までに３６単位以上

第３条 第３年次から第４年次に進級する者は、第３年次修了までに次の単位を修得しなければならない。
（１）基礎科目※のうち４群（外国語科目）及び５群（保健体育科目）の卒業所要単位
（２）前号の単位を含め、基礎科目※、ＳＳＩ科目、専門教育科目を問わず８４単位以上

第４条 前条における不足単位数がある場合は、次により第３年次の当該年度末に再試験を受けることができる。
（１）基礎科目※と専門教育科目をあわせて２科目まで（実験・実習・実技・演習科目を除く。）

第５条 第４年次においては、４単位以上を修得しなければならない。また、第３年次修了までに卒業所要単位を
満たしている場合も同じ扱いとする。

第６条 進級は学年度初め（４月１日付）をもって行う。
※2017年度以降入学者は、「ILAC科目」として履修します。

必ず、「進級に関する規程」を確認してください（２年生以降の進級も確認すること）。



２．進級・卒業するには
（２）-１．卒業所要単位（法律学科）※留学生・SSI生は別に定めます。

履修の手引き P17
※入学年度によって異なります
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＜Point＞
卒業する（４年次終了）までに、
ILAC科目44単位以上、専門科目88単位以上の
合計132単位以上修得しなければなりません。

ILAC科目の中には、100番台・200番台と科目が設置され、
各群の中で何単位以上と細かく定められています。

専門科目の中でも、選択必修科目、選択科目、自由科目と
分かれており、各科目の必要単位を満たさなければなりません。

各群・科目の中にどんな科目が設置しているかは、
ILAC科目一覧は、「履修の手引き」P38~41を、
専門科目一覧は、「履修の手引き」P72~73を確認してください。



２．進級・卒業するには
（２）-２．卒業所要単位（政治学科）※留学生・SSI生は別に定めます。
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＜Point＞
卒業する（４年次終了）までに、
ILAC科目44単位以上、専門科目88単位以上の
合計132単位以上修得しなければなりません。

ILAC科目の中には、100番台・200番台と科目が設置され、
各群の中で何単位以上と細かく定められています。

専門科目の中でも、必修科目*、選択必修科目、選択科目、自由
科目と分かれており、各科目の必要単位を満たさなければなりません。

*「政治学入門Ⅰ」、「政治学入門Ⅱ」は、
１年生次に必ず履修してください。

各群・科目の中にどんな科目が設置しているかは、
ILAC科目一覧は、「履修の手引き」P38~41を、
専門科目一覧は、「履修の手引き」P74~75を確認してください。

履修の手引き P22
※入学年度によって異なります



２．進級・卒業するには
（２）-３．卒業所要単位（国際政治学科）※SSI生は別に定めます。
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＜Point＞
卒業する（４年次終了）までに、
ILAC科目44単位以上、専門科目88単位以上の
合計132単位以上修得しなければなりません。

ILAC科目の中には、100番台・200番台と科目が設置され、
各群の中で何単位以上と細かく定められています。

専門科目の中でも、必修科目*、選択必修科目、選択科目と
分かれており、各科目の必要単位を満たさなければなりません。

*「国際政治への案内」、「Intensive English」は、
１年生次に必ず履修してください。

各群・科目の中にどんな科目が設置しているかは、
ILAC科目一覧は、「履修の手引き」P44~50を、
専門科目一覧は、「履修の手引き」P78~79を確認してください。

履修の手引き P29
※入学年度によって異なります



２．進級・卒業するには
（３）履修登録するために
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履修の手引き P33~

①「時間割」にて科目を確認する

学期、曜日、時限を

確認する。

②「履修の手引き」で卒業所要単位のどこに分類

されるか確認する

ILAC科目一覧、

専門科目一覧を確認する。

科目によっては、2年生や

３年生からでないと履修でき

ない場合があります。

③「シラバス」を確認する

科目の学習目標や内容、

採点方法などを確認する。

「情報システム」上で、
WEB履修登録

（本登録）

定められた期間（4/16
~21）に登録します。
登録方法は「手順書」で
確認してください。

履修登録が完了した科目に
成績がつきます。

履修登録後に必ず履修登録
科目確認通知書を出力し、
保管・確認してください。＜注意＞

履修登録は、自らの責任のもとでおこないます。
毎年、確認を怠ったことで、科目を修得できなかった例があります。
十分、お気をつけください。

「学習支援システム」上で、

仮登録

授業開始前までに、
履修したい科目や興味のある

科目を登録します。

登録方法は
「学習支援システムガイド」で

確認してください。

「学習支援システム」のデータが、
「情報システム」に、自動的に移行はしません。
必ず、自身で登録する必要があります。

https://hosei-keiji.jp/wp-content/uploads/18d3ec3f7215038abf6035dc98ebac3f-1.pdf
https://info.hosei-kyoiku.jp/lms_gakusei/
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２．進級・卒業するには
（４）履修可能単位数

１年間に修得可能な単位数の上限は以下の通りです。
・（学科共通） ２年次 42単位
・（学科共通） ３年次、４年次 44単位
・（法曹コース） ２年次、３年次 48単位 （4年次は44単位）

なお、
・前年度までに修得できなかった単位がある場合（⇒春学期に履修登録可能）
・春学期に修得できなかった単位がある場合（⇒秋学期に履修登録可能）
は、48単位 まで履修登録することができます。

必ず、「各学年の履修可能単位数」を確認してください。

履修の手引き P33・34



（１）試験等の不正行為の処分基準、研究活動の不正行為 ⊳スライド P14

（２）研究活動の不正行為の例（卒業論文の作成など） ⊳スライド P15

３．研究倫理について
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３．研究倫理について
（１）試験等の不正行為の処分基準、研究活動の不正行為

試験等の不正行為の処分基準
試験等における不正行為は、学生の本文に悖る行為であり、学則53条の規定する懲戒の対象となります。
試験等における不正行為は毎年のように発生しています。進級卒業にも影響しますので、不正行為は絶対に
行わないでください。こちらの基準に基づいて不正行為に対する処分を行います。

研究活動の不正行為
科学は、信頼を基盤として成り立っています。しかし、残念なことに、データ捏造・改ざんなどの研究不
正行為や研究費の不正使用が生じており、報道でもとりあげられています。このままでは、科学に対する信
頼が揺らぎかねません。
このような背景から、研究者だけではなく、学生にも研究活動に関して守るべき作法についての知識及び
技術を身に付けることが求められています。
※「試験等の不正行為の処分基準」の（2）論文（卒業論文を含む）、レポート、作品等の成績評価に関わ
る提出課題における不正行為の不正行為様態にも、盗用に当たる剽窃（ひょうせつ）行為、悪質な剽窃
（ひょうせつ）行為、その他の不正行為としてデータの捏造や改ざんが処分を受ける行為として定められて
います。

履修の手引き P130~
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３．研究倫理について
（２）研究活動の不正行為の例（卒業論文の作成など）

捏造（Fabrication）
存在しないデータ、研究結果等を作成すること

改ざん（Falsification）
研究資料・機器・過程を変更する操作を行い、データ、研究活動によって得られた結果等を真正でないもの
に加工すること

盗用（Plagiarism）
他の研究者のアイディア、分析・解析方法、データ、研究結果、論文又は用語を、当該研究者の了解
もしくは適切な表示なく流用すること

上記の他に、他の学術誌等に既発表又は投稿中の論文と本質的に同じ論文を投稿する二重投稿、論文著作者
が適正に公表されない不適切なオーサーシップなどが不正行為として認識されるようになってきている。
*************************************************************************************

本学では「研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規程」をはじめとする様々な規程やルールを定め、
研究活動における不正行為の防止に取り組んでいます。研究活動における不正行為を認識し、研究倫理教育
を学習することで、研究者倫理に関する規範意識を身につけてください。

履修の手引き P130~



最後に

沢山の情報の中から、取捨選択し、自分に必要な情報を得る習慣をつけてください。

また、「ルール」や「期限」を厳守してください。

充実した大学生活を過ごすことができるように、法学部事務は皆さんをサポートします。

法学部事務室
場所：大内山校舎1階
窓口開室時間：9:00~11:30、12:30~17:00


